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仕 事 のこだ わり

ケアワーカーとしてお食事やお風呂、排泄などのお手伝いを
させていただいております。１ユニットを担当しており、入職し
てから約半年経過しました。ご利用者様から顔を覚えていた
だけるようになり、毎日楽しく業務に励んでおります。

大切に
している

障がい者施設での��年以上の経験を活かし、悠優かしまで活躍中の宮地さん！優しいお人柄で
ご利用者様からも大人気のようです。そんな宮地さんの仕事術には、ご利用者様との

コミュニケーションに悩んでいる方は、解決のヒントが隠されているかもしれません！少しの工夫の
積み重ねが、大きな信頼を勝ち得るポイント。できることから真似してみてはいかがでしょうか。

現在の業務内容

ご利用者様の身の回りのお世話

ご利用者様と接すときに工夫していること

私は普段から、ご利用者様の生活の一部となり、人生
に関わらせていただいていることを忘れず、毎日を大
切にして仕事に励んでいます。正解がなく、大変なこと
もありますが、たくさんの喜びをご利用者様に感じてい
ただける介護を一緒に目指していきましょう。

職 員 の 皆さん へ

自分の仕事の尊さを感じ、
ご利用者様と全力で向き合い続ける

特別養護老人ホーム
悠優かしま 宮地 生美さん

　みやじ        なるみ

～ご利用者様との接し方～ 

❶自分だったらどう感じるかを
　常に忘れない
お話をする際には、ご利用者様の目線に合わせるよう
にしています。介護をする上で「お相手の立場になって
考える」ということは大事にしているポイント。私だった
ら、上から話しかけられると威圧感を受けてしまい、好
感をもつことはないでしょう。そのため、座っている方に
は膝を床について、ベッドで寝ている方には腰をかが
めて目を見てお話をしています。

❷どうしたら伝わりやすいかを
　模索し続けアップデート
ご理解いただきやすい言葉選びも意識しています。
例えば、移乗にご協力いただきたいときには、「お尻を
こちらに乗せてくださいね」など具体的にお伝えし、そ
れでも伝わらない場合は、違う言葉を使ってお願いす
る。そうすることで、少しずつお一人ごとの理解してい
ただきやすい伝え方がわかってきて、コミュニケーショ
ンがスムーズになります！

❸諦めないコミュニケーション
認知症の方には自分のことを覚えていただけなかった
り、以前お話ししたことを忘れられてしまったりするこ
ともたくさんあります。「忘れられちゃうからもう良い
や」と思うのではなく、何度も繰り返しコミュニケーショ
ンを取ることが重要です。そうすることで、「なんとなく
会ったことがある気がする」、「そういえば、この間も聞
いた気がする」など、少しずつ記憶に残る存在になれる
ことがあります。そんなときこそ私は、自分の仕事にや
りがいと喜びを感じます。
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現在の業務内容
利用者様の送迎や介助
私が勤めているのは、小規模多機能の施設です。そこで

は、利用者様が通いをメインとして利用しつつ、宿泊や訪

問にも対応しています。主に、利用者様の送迎やレクリ

エーション対応、排泄・入浴介助などを行っています。

1.

「もっとこうなったら良いのに」と思うこと

若い世代の職員増加
働いているのは40～50代がメインとなっており、20代の方
は少ない状況です。今は担い手が充実していますが、今後
少なくなっていく不安があります。介護は３Ｋ（きつい、汚
い、危険）というイメージが強い職業であることに原因があ
ると感じます。

2.

解決するための策や案
実際に体験することで
イメージの刷新を
介護職は他の職業に比べて、ロボットやＡＩに仕事を
奪われにくい仕事であることをアピールするのが良い
と考えています。給与が安いという点も問題視されて
いますが、国も給料を上げて介護士を増やそうとする
動きをしています。需要が高い職業であるため、若い
うちに就職しておくのがおすすめです。実際に介護を
体験してみるのも良いかと思います。そこで、利用者様
の方と話したり、笑顔を見たりするとやりがいを感じら
れるのではないでしょうか。また、職員の体の負担を
考え、介助者の動きをサポートするマシンの導入は
有効かと思います。「きつい」というイメージを払拭で
きると思います。

3.

未来を担う職員の皆さんへ
安心を提供できる存在として
今後見込まれる高齢者の増加を考えると、日々の業
務に追われ、利用者様と落ち着いたコミュニケーショ
ンを取ることができなくなるかもしれません。しかし、
それでも利用者様の心の拠り所となれるよう、利用者
様優先の温かい職員を目指してほしいと思います。

4.


